
第 148回 ＫＧ 神奈川を楽しむ会 報告 

二宮尊徳生誕地 酒匂川流域を訪ねて「尊徳記念館から上大井へ」 

 

開催日： 平成 30年 10月 18日（木） 

参加者： 37名 

当日コース：  小田急 富水
と み ず

駅 → 若宮八幡宮 → 二宮尊徳生誕の家・尊徳記念館 → 善栄寺 

→ 栢山
か や ま

神社 → 酒匂川西岸堤防 → 報徳橋 → 鬼柳交差点 → 海鮮飯処 ふじ丸（昼食）→ 

 保安寺 → 三嶋神社 → 井上酒造 → 御殿場線 上大井
かみおおい

駅 

 

第 148回 二宮尊徳生誕地 酒匂川流域を訪ねて「尊徳記念館から上大井へ」は 10月 18日

(木) 37 名が参加して開催されました。当日はまずまずの好天に恵まれ 参加者は 小田急 

富水駅前に 定刻の午前 9 時 50 分までに集合、尊徳遺跡案内版の前で 朝の挨拶と 地図を

見ながら 当日の行程について説明が行われ 駅前をスタートしました。 

     

           朝の挨拶 ＆ 行程説明 (富水駅前)          若宮八幡宮 

古い木塀のつづく道を行くとまもなく静かな雰囲気に包まれた若宮八幡宮が見えてきま

した。神社に立ち寄った後 住宅地をとおり 網目のように走る水路の傍にある尊徳記念館・

二宮尊徳誕生の家に着きました。 同館には二宮尊徳にまつわる遺品・資料などが展示され

ていて 小田原市のボランティアガイドの方から 展示物の案内を含め 尊徳の少年時代の

苦労や疲弊した多くの農村を立て直して 人々の幸せのために尽くしたことについて 説明

を受けました。見学後 「尊徳誕生の家」の前で集合写真を撮影して 記念館を後にしました。 

       

二宮尊徳記念館・尊徳誕生の家に向かう一行      二宮尊徳銅像 

        

尊徳記念館 ホール   展示室内        記念館 前庭にて説明 



 

 

                        集合写真 (二宮尊徳誕生の家) 

 

次に 栢山二宮一族の菩提寺である善栄寺を訪れ、尊徳の遺髪、遺歯が納められているお墓

にお参りしました。 善栄寺からほどなくかつての村社 栢山神社に到着、境内には小田原市

指定保存樹クスノキやイチョウの大木などが見られました。 

 

    

  善栄寺境内     善栄寺扁額    栢山神社に向かう    栢山神社 

 

   

   酒匂川西岸堤防          西丹沢連峰を望む            報徳橋 

 

境内裏から稲田の畦道を抜けて 酒匂川西岸堤防に上がり 松並木の遊歩道を上流の報徳

橋まで歩を進め、橋を渡りました。 あいにく富士山は雲の中でしたが 川の東岸遊歩道にて

富士の見える方向を背に集合写真を撮りました。  

 



 

            集合写真 (酒匂川・報徳橋東詰付近) 

 

昼食会場の下大井「海鮮飯処 ふじ丸」では いつもの例会と同様 今回も楽しく懇親の時

間を過ごしました。 

    

昼食風景１                昼食風景２ 

    

昼食風景３                 昼食風景４ 

食後 小田原三大枝垂桜の一つ 樹齢約 300 年の糸桜のある保安寺を拝観、大井町に入り 

上大井地区古刹の三嶋神社を参拝、それぞれ 歴史の重みを感じながら巡りました。  

三嶋神社にて 世話役から今後の開催予定、支部事務局等から支部の行事予定や関西学院

の歴史についての話題の紹介があり 当日の主行程を終えて一次解散となりました。 



   

   三嶋神社境内       終了挨拶(三嶋神社)     井上酒造 構内 

 

その後 地元の酒蔵 井上酒造に立寄りましたが 酒造側の都合で当初 予定されていな

かった試飲販売があり 試飲された多くの方が代表銘柄「箱根山」等の購入をされました。 

酒造を後に ５分ほどで 御殿場線 上大井駅に到着、解散となりました。 

当日は風もなくまずまずの散策日和の一日、街の喧騒を離れて小田原市東北部に位置する

自然豊かな栢山地区から酒匂川を横切り大井町までのコース、心身ともリフレッシュした

気分を味わうことができた楽しい一日となりました。 

 

   

   尊徳誕生の家        誕生の家 内部     尊徳座像 (善栄寺境内) 

 

                         

                            昼食会場(下大井)へ向かう一行 

 

     

                         十月桜(？) (保安寺境内) 


